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研究成果の概要（和文）： 

ＩＴ機器の乳児家庭における使用実態と発達への影響を調べるため、首都圏３地区の乳

児 1847 名を対象として縦断調査を行った。4 ヶ月時の母や家庭の TV 視聴習慣は既に 4

ヶ月児の発達にも関連し、11ヶ月時及び 18ヶ月時の発達は各調査時の子ども、親、家庭

の視聴習慣とも 4ヶ月時の親や家庭の視聴習慣とも関連していた。乳幼児や親の映像メデ

ィア長時間接触は、児の運動量、児へのまなざし、親子の会話や信頼関係形成に影響する

可能性を認識する必要がある。 
 
研究成果の概要（英文）： 

To investigate the effect of the usage status of IT devices in household with infants on 

their development, a longitudinal study of 1,847 infants in three districts of the Tokyo 

metropolitan area was done. The mother’s and household’s TV viewing habits at four 

months are already related to the child’s development, and development at 11 and 18 

months was also related to both the child’s, parents’, and household’s viewing habits at 

each survey time and the parents’ and household’s viewing habits at four months. It needs 

to be recognized that toddlers’ and parents’ contact with video media for long hours may 

affect the child’s amount of exercise, gazing of the mother and others at the child, and 

parent-child conversations and formation of trust between them.  
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１． 研究開始当初の背景 

近年、乳幼児の言語・社会性や運動発達の
遅延化が報告されている。現代社会では映像メ
ディアを用いたＩＴ機器（テレビ・ビデオ・ＤＶＤ、
携帯電話・メール、インターネット、ＰＣ、ゲーム
等）が急速に発展してきた。これらのＩＴ機器の普
及で、親の子どもへの視線や親子の直接の関
わりの減少など、対人関係や運動時間への影響
が懸念される。 

２． 研究の目的 
3～4 ヶ月時と 11 ヶ月時または 18 ヶ月時のメ

ディア接触状況や養育環境と発達に関する縦
断調査を行い、乳児期早期からの子どもと親の
メディア（ＴＶ（テレビ、ビデオ、ＤＶＤ）、携帯な
ど）接触の実態と子どもへの声かけ、子どもの発
達や親への信頼感、親子関係等への影響を疫
学的に把握し、メディアの適切な利用方法を提
言する。 
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３．研究の方法 
(1)調査対象と調査方法 

乳児および親のＩＴ接触と発達に関する縦断
調査を、首都圏 3 地区の保健センターの協力を
得て、乳幼児健診対象児を対象として、初回調
査を 4 ヶ月健診時に、追跡調査をＡ地区では 11
ヶ月時健診時に、ＢおよびＣ地区では 1 歳 6 ヶ月
健診時に、無記名自記式質問紙法で行った。 

質問紙は健診前に対象児の保護者に依頼状
と共に保健センターから郵送し、健診当日に回
収箱に投函していただいた。Ａ地区については
11 ヶ月時用の調査票も初回調査票と同時に送
付し、それぞれの健診時に回収した。 

両調査の回答者の照合のため、シールを 2 枚
同封し、好みの 4 文字を書いて 1 枚は初回調査
の質問紙に添付し、他 1 枚は母子手帳に貼って
おいて 11 ヶ月時調査あるいは 1 歳 6 ヶ月時調査
の回答紙に貼付していただくよう依頼した。 

調査項目は、4 ヶ月健診時調査、11 ヶ月時調
査、18 ヶ月時調査とも、親子のＴＶ視聴、母の携
帯使用、授乳時のＩＴ接触、養育環境と発達。 
(２)回収と解析対象 

3～4 ヶ月児 1847 名（回収率 89.4％）、10～11
ヶ月児 298 名（回収率 69.6％）、18 ヶ月児 1483
名（回収率 94.3％）の回答が得られた。10～11
ヶ月時と 18 ヶ月時については保育園児を除く、
227 名と 1195 名を解析対象とした。 
４．研究成果 
(1)3～4 ヶ月児の家庭のメディア習慣と発達 
①3～4 ヶ月児のＴＶ接触状況（表 1､図 1） 

3～4 ヶ月児に見せるためにＴＶをつけている
家庭は各地区、22.6％、36.5％、29.5％であっ
たが、子どもの近くでＴＶがついている時間は一
日平均 3 時間 32 分、4 時間 11 分、4 時間 11 分
を占め、いずれの地区でも多くの子どもが長時 

 表１．３～４ケ月児のＴＶ接触状況 

  A地区 B地区 C地区 

調査対象児 366名 693名 788名 

 男児 178名 340名 393名 

 女児 188名 353名 395名 

子どもに見せるためにＴＶをつける  

  22.6% 36.5% 29.5% 

子どもの近くでＴＶがついている時間  

平均時間/日 3:32 4:11 4:11 

１２時間以上 1.9% 

 

 

9% 

6.6% 6.4% 

近くでＴＶがついているとき、子どもは 

全然見ない 7.7% 1.8% 2.5% 

ちらっと見る 27.6% 25.1% 21.7% 

じっと見ることあり 64.7% 73.2% 75.8% 

図１.子どもの近くでＴＶT がついている時間／日 
    Ａ地区      Ｂ地区      Ｃ地区 
 
 
 
 
 

表２．３～４ケ月児の母の授乳時のメディア使用 

表２① 授乳時の母のメディア使用率  

 A地区 B地区 C地区 

TVを見ることあり 74.7% 77.6% 79.8% 

携帯を使うことあり 51.4% 58.4% 57.3% 
 

 

表２② 授乳時のメディア使用と子どもへの視線 

  いつも子どもを見る率 

授乳時にＴＶを見ない 84.6%   *** 

 見る（時々、いつも） 66.9%   

授乳時に携帯使わない 78.4%   *** 

  使う（時々、いつも） 65.9%   
 
 
表２③ 母の授乳時と日常の TV 視聴 

  授乳時に

TV見ない 

授乳時ＴＶ見る 

(時々・いつも) 

4ヶ月児の母の 

TV視聴時間/日 

2.4±2.5 ＜ 4.5±3.3 *** 

児の近くの 

TV時間/日 

2.4±2.2 ＜ 4.6±3.1 *** 

11ｹ月児の母の

TV視聴時間/日 

1.6±1.4 ＜ 2.9±2.0 *** 

児の近くの 

TV時間/日 

1.6±1.4 ＜ 3.4±2.2 *** 

 
表２④ 母の授乳時と日常の携帯 

  授乳時携帯

使わない 
授乳時携帯使う 
(時々・いつも) 

4ｹ月時のﾒｰﾙ 
平均送信数/日 

2.8±2.4 ＜ 4.6±4.9 *** 

平均受信数/日 3.7±4.1 ＜ 6.0±7.2 *** 

11ｹ月時のﾒｰﾙ
平均送信数/日 

2.4±3.0 ＜ 4.6±3.7 *** 

平均受信数/日 3.0±3.8 ＜ 5.6±6.7 *** 

 
表２⑤ 授乳時のＴＶと携帯使用 

  授乳時にＴＶを

見ない 

ＴＶを見る 

(時々・いつも) 

授乳時の 

携帯使用率 

36.7% ＜ 61.8% *** 

(日常の母のTV視聴時間とﾒｰﾙ受信数との相関 

r＝0.115 **) 
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間接触している実態が示された。12 時間以上つ
いている家庭も 0.9％、6.6％、6.4％あった。 
②3～4ヶ月児の授乳時と10～11ヶ月時のメディ

ア使用（表２） 
3～4 ヶ月児の授乳中にＴＶを視聴することが

ある母は、74.7％、77.6％、79.8％、携帯の使用
は 51.4％、58.4％、57.3％で、そうでない母に較
べて授乳中に子どもの様子を見る率が有意に低
かった（①②）。 

授乳中にＴＶを見る家庭は見ない家庭に較べ
て、3～4 ヶ月時および 11 ヶ月時の母のＴＶ視聴
時間や子どもの近くのＴＶがついている時間が
有意に長く、授乳中に携帯を使用する母は使用
しない母に較べて一日のメール送信数が 3～4
ヶ月時、11 ヶ月時とも有意に多く、授乳中のＴＶ
や携帯使用の有無は日常のそれぞれの使用習
慣と関連していた（③④）。 

また、授乳中の両者の使用も、一日の両者の
使用頻度もそれぞれ相関性が示された（⑤）。 
③４ヶ月児の発達とメディア環境（表３） 

4 ヶ月時に、首座り、腹這いにすると頭を上げ
る、ガラガラを握る、知らない人が来ると表情が
変わる、授乳時に目が合う、授乳時に母を見る
子どもの方がそうでない子どもに較べ、母のＴＶ
視聴時間や子どもの近くのＴＶがついている時
間が少なく、手や玩具をなめる、音のした方に首
を廻す子どもの方が母の視聴時間や近くのＴＶ
の時間が長い傾向が見られた。また全体的に発
達が遅い群の方が授乳時にＴＶをいつもつけて
いる率が高い傾向が見られた。 

母の携帯使用については、授乳中に目が合
わない群の方が授乳中にいつも携帯を使用す
る率が高い傾向が見られたが、メールの一日の
平均送受信数は少なく、その他の発達項目に関
しても発達が早い群の方が一日の携帯メール送
受信数や授乳時の携帯使用率が多かった。携
帯を使う母の性格を反映しているのかも知れな
い。授乳中の携帯使用は子どもへの視線が妨
げられ易いので、愛着形成への影響が懸念され
ていたが、今回の調査では特に発達の遅れとの
関連性は見られなかった。 

（２）11 ヶ月児の発達と 11 ヶ月時および 4 ヶ月時 
のＴＶ環境 

①11 ヶ月児の発達とＴＶ環境（表 4） 
11ヶ月時に、つかまり立ちや人見知りをしない

子どもの方が子ども自身の視聴時間が長い傾向
が見られた。また、ほめられると同じ動作を繰り
返す、痛い時に親に訴える、親に見せたい物を
もってくる子どもの方が母の視聴時間や近くのＴ
Ｖがついている時間が短い傾向が示された。子
ども自身の長時間視聴の影響と親の長時間視
聴の影響は少し異なる可能性が考えられる。 
  ビデオを繰り返し見たがる、視聴中ににこっと
笑って一緒に見ている人の顔を見る、画面を指
さす、画面の登場人物に声をかける子どもの方
が子ども自身の視聴時間が有意に長く、近くの
ＴＶがついている時間や母の視聴時間も長い傾
向が示された。ＴＶを介して、共感や家族とのコ
ミュニケーションの体験に繋がっていると推察さ
れるが、ビデオの反復視聴などにより長時間視
聴が習慣化する可能性も懸念される。 
②11 ヶ月児の発達と 4 ヶ月時のＴＶ環境（表５） 

11 ヶ月時に意思を伝えるために指差したり声
を出す子どもの方がそうでない子どもに較べて、
4 ヶ月時の母のＴＶ視聴時間が有意に少なく、子
どもの近くのＴＶがついていた時間も少ない傾向
が示された。また、つかまり立ちやバイバイ、見
せたいものをもってくる子どもの方が 4 ヶ月時の
母のＴＶ視聴時間が少ない傾向がみられた。 
 他方、11 ヶ月時にビデオを繰り返し見たがる、
視聴時に親の顔を見る、画面を指さすなど、ＴＶ
への関心やＴＶを介した親への働きかけが多い
子どもの方が、4 ヶ月時に近くのＴＶがついてい
た時間や母のＴＶ視聴時間が長い傾向が示され
た。また、マンマンマン等の声をよく出す、痛い
時に親に訴えることについても同様の傾向が見
られた。 
 上記の様に、11 ヶ月児の発達と子どもの近くの
ＴＶがついている時間との関係は 4 ヶ月時と 11
ヶ月時とで異なり、母の応答を要する発達項目
が4 ヶ月時と 11 ヶ月時の母の視聴時間と関連す
る傾向が示された。 

 

 

 

 

 

表３．4ヶ月児の発達とメディア環境    

 児の近くのＴＶ時間/日   母の視聴時間/日 授乳時いつもＴＶを見る率(%) 

 発達該当群 非該当群 発達該当群 非該当群 発達該当群 非該当群 

首座り ４.１０  ＜ ４.６０ ４.０３  ＜ 5.００  * ３.４２  ＜ ４.６２ 

腹這いにすると頭・肩を上げる ４.１２  ＜ ４.５２ ４.０８  ＜ ４.５５ ３.３６  ＜ ６.５２ 

ガラガラを握る ４.０９  ＜ ４.５１ ４.０８  ＜ ４.５１  + ３.４９  ＜ ４.７１ 

音のした方に首を廻す ４.１３ ＞ ３.８１ ４.０８ ＞ ３.４２ ３.４５  ＜ ４.３４ 

手やおもちゃをなめる ４.１５ ＞ ２.９２  + ４.１１ ＞ ２.４５  * ３.４４  ＜ ５.５６ 

知らない人に表情変わる ４.２７  ＜ ４.４０ ４.１３  ＜ ４.４８ ３.３４  ＜ ４.７４ 

誰もいなくなると泣く ４.１２  ４.１３ ４.０３  ＜ ４.３１ ２.７０  ＜ ３.５７ 

気に入らないとむずがる ４.１９  ４.０５ ４.０５  ＜ ４.４０ ３.３８  ＜ ４.５２ 

授乳時、目合わず ４.７４ ＞  ４.０９  + ４.７７ ＞ ４.０５  * ３.１６  ＜ ３.５２ 

授乳時、母を見ない ４.３１ ＞  ４.０８ ４.３８ ＞  ４.０２  + ３.３４  ＜ ３.５４ 

         



 

 

 母の携帯メール 

送受信数/日 

授乳中､いつも携帯使う率 

携帯使用（％）  発達該当群  非該当群 発達該当群  非該当群 

首座り ８.７８ ＞ ８.２４ １.３６ ＞ ０.００ 

腹這いにすると頭・肩を上げる ８.６９ ＞ ８.２２ １.３２ ＞ 0.００ 

ガラガラを握る ８.８１ ＞ ８.４９ １.４３ ＞ ０.００ 

音のした方に首を廻す ８.８４ ＞ ６.８５ １.２９ ＞ 0.００ 

手やおもちゃをなめる ８.８３ ＞ ６.４２ １.２７ ＞ ０.０ 

知らない人に表情変わる ９.２８ ＞ ８.４９ １.５７  １.４２ 

誰もいなくなると泣く ８.９５ ＞ ８.５５ １.５２ ＞ ０.６２ 

気に入らないとむずがる ８.７３  ８.８９ １.５７ ＞ ０.００ 

授乳時、目合わず ７.０７ ＜ ８.９２ ＋ ２.１７ ＞ １.２５ 

授乳時、母を見ない ８.８２  ８.８１ ０.６８ ＜ １.４６ 

 
表４．11 ヶ月児の発達とＴＶ環境 

 児の視聴時間／日 児の近くのＴＶ時間/日    母の視聴時間／日 

 発達該当群 非該当群

奈 

 

非該当群 

発達該当群 非該当群

v 

発達該当群 非該当群 

 

非該当群 

つかまり立ち １.７４  ＜ ２.２９ ３.２７ ＞ ３.０５ ２.８６ ＞  ０.６９ 

ﾏﾝﾏﾝﾏﾝ、ﾅﾝﾅﾝﾅﾝ等の声をよく出す １.７７  １.８５ ３.２６  ３.３０ ２.８１  ３.００ 

人見知り １.５９  ＜ 2.１５ ３.０４ ＜ ３.７２ ２.７９  ２.７４ 

バイバイする １.７４  １.６９ ３.２４  ３.１７ ２.７１

   

＜

 

＜ 

２.９２   

「いけません」と言うと手を引っこめる １.８９ 

＞＞ 

＞ １.６１ ３.３７ ＞ ２.７１ ２.８９ ＞ ２.６７ 

「ちょうだい」というと渡す １.７８ ＞ １.５４ ３.３３ ＞ ２.８９ ２.７２  ２.７１ 

ほめられると繰り返す １.７３  １.６１ ３.１４ ＜ ４.０５ ２.８６  ３.００ 

痛いと訴える １.８６ ＞ １.５０ ３.２８  ３.４０ ２.８０ ＜ ３.６０ 

意思を伝える為、指差したり声を出す １.８１ ＞ １.４６ ３.２９ ＞ ２.８３ ２.７３  ＜ ３.０４ 

見せたい物を持ってくる １.８３  １.７９ ３.０２  ３.０７ ２.３４  ＜ ２.９８ 

ビデオを繰り返し見たがる ２.２５ ＞ １.６１ * ４.７７ ＞ ３.００* 

  * 

３.０８ ＞  ２.７２ 

視聴時ににこっと笑って親の顔を見る １.９８ ＞  １.０４ + ３.５０ ＞ ２.６５ ２.８２ ＞  ２.１６+ 

+ 
画面を指さす ２.２０ ＞ １.３２ + ３.５６ ＞ ２.９０ ２.９１ ＞ ２.６２ 

画面の登場人物に声かけ ２.２２ ＞ １.４１ + ３.４２ ＞ ３.２１ ２.９４ ＞ ２.７２ 

 
表 5．11 ヶ月児の発達と 4ヶ月時のＴＶ環境 

 ４ヶ月時の 

児の近くのＴＶ時間/日 

  ４ヶ月時の 

母の視聴時間/日 

１１ヶ月児の発達    発達該当群 非該当群  発達該当群 非該当群 

つかまり立ち ３.６５  ３.３３ ３.４９  ＜ ４.００ 

ﾏﾝﾏﾝﾏﾝ、ﾅﾝﾅﾝﾅﾝ等の声をよく出す ３.７０ ＞  ３.２０ ３.５６ ＞ ２.７５ 

人見知り ３.５５  ３.８３ ３.６１ ＞  ３.２８ 

バイバイをする ３.６２  ３.５４ ３.２９  ＜ ３.７８ 

「いけません」と言うと手を引っこめる ３.６１   ＜ ４.０５ ３.５７  ３.４１ 

「ちょうだい」というと渡す ３.４５   ＜ ３.８３ ３.４９  ３.３７ 

ほめられると同じ動作を繰り返す ３.４６ ＜ ４.１５ ３.６１ ＞  ３.１７ 

痛いと訴える ３.６９ ＞  ２.１３ ３.６０ ＞  ２.８８ 

意思を伝える為、指差したり声を出す ３.４６  ＜ ４.５８ ３.３１  ＜ ４.９０  * 

見せたい物を持ってくる ３.４３  ３.４９ ２.９７  ＜ ３.６５ 

ビデオを繰り返し見たがる ４.３３ ＞  ３.５９ ５.１７ ＞  ３.３８ 

視聴時ににこっと笑って親の顔を見る ４.０２ ＞  ３.４９ ４.０１ ＞  ２.９６ 

画面を指さす ４.１２ ＞  ３.４９ ４.０２ ＞  ３.２７ 

画面の登場人物に声かけ ３.６７  ３.７６ ３.６３  ３.４６ 

                   



 

 

表６．18 ヶ月児の発達とＴＶ環境 

 児の視聴時間／日 児の近くのＴＶ時間/日 母の視聴時間／日 

 発達該当群 非該当群 発達該当群 非該当群 発達該当群 非該当群 

平らな道ならころばずに歩く ２.３３  ＜ ２.５７ ３.６５  ＜ ４.００ ３.１４  ３.０７ 

小走りすることがある ２.３２  ２.３７ ３.６８ ＞  ３.３７ ２.８１    ＜ 

＜ 

３.１４ 

スプーンを持ち自分で食べようとする ２.３４  2.４３ ３.６６ ＞  ３.４６ ３.１３  ３.１７ 

積み木やブロックを重ねる ２.３３  ２.４５ ３.５９  ＜ ４.３９+ ３.０８  ３.１４ 

親指と人差し指でモノをつまめる ２.３４  ＜ ３.１３ ３.６６  ＜ ４.５０ ３.１４  ３.１７ 

親の顔をうかがいながら、いたずらする ３.２３ ＞  ２.７０ ３.６５  ＜ ３.８８ ３.１１  ３.０４ 

おいしいモノを食べると「オイシイ」などと話す ２.３７  ２.２６ ３.８８ ＞ ３.３５** ３.２４ ＞  ３.０１ 

欲しいものがあると「チョウダイ」などと言ってもらいくる ２.３０  ２.３６ ３.７４ ＞  ３.４８ ３.１３  ３.１５ 

意思を伝えるため指さしをする ２.３４  ２.２９ ３.６４  ３.８１ ３.１１ ＞  ２.６８ 

意味のある単語を２つ以上言う ２.３２  ２.５０ ３.６２  ＜ ３.９０ ３.１０  ＜ ３.３５ 

簡単な言いつけを理解して行動する ２.３３  ＜ ２.６３ ３.６５  ＜ ４.１５ ３.１３  ３.１５ 

「チョウダイ」というと相手にわたす ２.３４  ＜ ２.６３ ３.６６  ＜ ４.３１ ３.１３  ＜ ３.５０ 

ほめられると同じ動作を繰り返す ２.３５  ２.２０ ３.６７ ＞  ３.２９ ３.１７ ＞  ２.６１ 

他の子ども達に興味を示す ２.３３  ２.４４ ３.６１  ＜ ４.１３ ３.０９  ＜ ３.３０ 

痛い時に親に訴える ２.３５ ＞ １.９０ ３.６５  ＜ ４.２０ ３.１１ ＞  ２.６０ 

ビデオの特定場面を繰り返し見たがる ２.６３ ＞ ２.２７+ ３.８１  ３.６３ ３.２１  ３.１５ 

歌や台詞のまねをして声を出す ２.４２ ＞  ２.２１ ３.６１ ＞ ３.３４ ３.０２  ３.０５ 

登場人物の動作のまねをすることがある ２.４８ ＞ ２.１９* ３.６９ ＞ ３.３９ ３.０７  ３.０５ 

にこっと笑って一緒に見ている人の顔を見る ２.３９ ＞ １.９０+ ３.７０ ＞ ２.４２** ３.２２ ＞ ２.５３ 

一緒に見ている人に声を出したり画面を指さして示す ２.３９  ２.３１ ３.６６ ＞ ２.８７ ３.１８ ＞ ２.６７ 

夢中で見ていて話しかけても気付かない ２.５９ ＞ ２.２１+ ３.７４ ＞ ３.４７ ３.０３  ２.９９ 

 

                       表７．１８ヶ月児の発達と４ヶ月時のメディア環境    

 ４ヶ月時､近くのＴＶ時間/日 ４ヶ月時､母の視聴時間／日 4ケ月時の送受信数／日 

18ヶ月児の発達 発達該当群 非該当群 発達該当群  非該当群 発達該当群  非該当群 

平らな道ならころばずに歩く ４.３５ ＜ ４.５７ ４.２５  ４.２３ ８.９７ ＞ ７.８３ 

小走りすることがある ４.３９ ＞  ３.６２ ４.２９ ＞  ３.４６+ ８.９７ ＞ ７.９１ 

スプーンを持ち自分で食べようとする ４.３７ ＞  ３.５７ ４.２４  ４.０８ ８.９４ ＞ ７.１８ 

積み木やブロックを重ねる ４.３３  ４.３１ ４.２２ ＞  ３.７３ ８.６７ ＞ ７.６９ 

親指と人差し指でモノをつまめる ４.３５ ＞  ３.６７ ４.２４ ＞  ３.００ ８.９０ ＜ ９.３３ 

親の顔をうかがいながら、いたずらする ４.３３ ＜ ５.００ ４.２０  ＜ ４.７５ ８.９４ ＞ ８.３８ 

おいしいモノを食べると「オイシイ」などと話す ４.５０ ＞  ４.１８ ４.３４  ４.１９ ９.１１ ＞ ８.３３ 

欲しいものがあると「チョウダイ」などと言ってもらいにくる ４.３８  ４.３２ ４.１８  ４.３６ ９.１９ ＞ ８.３６ 

意思を伝えるため指さしをする ４.３０  ＜ ５.０６ ４.２０ ＞  ３.８３ ８.８６ ＜ １０.３０ 

意味のある単語を２つ以上言う ４.２６  ＜ ４.８０+ ４.１８  ＜ ４.５５ ８.６９ ＜ ８.９３ 

簡単な言いつけを理解して行動する ４.３３ ＞  ４.０９ ４.２２  ４.０８ ８.７０ ＞ ８.３７ 

「チョウダイ」というと相手にわたす ４.３８ ＞  ２.５０ 4.２５ ＞  ３.００ ８.８５ ＞ ４.７１ 

ほめられると同じ動作を繰り返す ４.３３  ４.１５ ４.２３ ＞  ３.５９ ８.６７ ＞ ７.４８ 

他の子ども達に興味を示す ４.３４ ＞  ４.０２ ４.２４ ＞  ３.７２ ８.９０ ＞ ７.０３ 

痛い時に親に訴える ４.３１ ＞  ３.４０ ４.２０ ＞  ３.４０ ８.８８ ＞ ７.００ 

ビデオの特定場面を繰り返し見たがる ５.０１ ＞ ４.２０+ ４.４５ ＞  ４.１４ ９.７２ ＞ ７.７２ 

歌や台詞のまねをして声を出す ４.２３  ４.０８ ４.１５  ４.２６ ８.４８ ＞ ７.４５ 

登場人物の動作のまねをすることがある ４.３２  ４.２１ ４.２６  ４.０７ ９.２８  ９.４８ 

にこっと笑って一緒に見ている人の顔を見る ４.３２ ＞ ３.７４ ４.３２ ＞ ３.２２ ８.８１ ＞ ７.２６ 

一緒に見ている人に声を出したり画面を指さして示す ４.３４ ＞ ３.９２ ４.３５ ＞ ３.８５ ８.７４ ＜ １１.８２ 

夢中で見ていて話しかけても気が付かない ４.９８ ＞ ３.９８* ４.４８ ＞ ３.８４* ９.３１ ＞ ７.５７ 



 

 

 
（３）18 ヶ月児の発達と 4 ヶ月時および 18 ヶ月時

のＴＶ環境 
① 18 ヶ月児の発達とＴＶ環境（表６） 
 平らな道を歩く、親指と人差指でものをつまむ、
などの運動発達は子ども自身の視聴時間や近く
のＴＶがついている時間が少ない方が早い傾向
がみられた。有意語を２つ以上話す、簡単な言
いつけを理解するなどの言語発達は子どもの視
聴時間や近くのＴＶの他、母の視聴時間も少な
い傾向がみられた。１１ヶ月時と同様、発達項目
により、子ども自身の長時間視聴が関連する項
目と母の長時間視聴が関連する項目があること
が示唆された。 
 他方、ＴＶの特定の場面をくりかえし見たがる、
歌や台詞や動作の真似をする、一緒に見ている
人に共感を求めたり、質問する、夢中で見てい
て話しかけても気づかないことがある子どもは、
視聴時間や近くのＴＶがついている時間が長い
傾向がみられ、子ども自身のＴＶへの感心が 11
ヶ月時点より強く関連している様子が窺われた。 
②18 ヶ月児の発達と４ヶ月時メディア環境（表７） 
 18 ヶ月児で意味のある単語を 2 つ以上言う、
親の顔をうかがいながらいたずらをする子どもの
方が、4 ヶ月時に近くでＴＶがついている時間も
母の視聴時間も短い傾向が示された。 
 ＴＶの特定の場面をくりかえし見たがる、一
緒に見ている人に共感を求めたり、質問する、
夢中で見ていて話しかけても気づかないことが
ある子どもの方が、4 ヶ月時に母の視聴時間や
近くのＴＶがついている時間が長い傾向がみら
れた。乳児期早期からのＴＶ長時間接触はＴＶ
好きになり易いのかもしれない。 
（４）まとめ： 4 ヶ月時の母や家庭のＴＶ視聴
習慣は既に 4 ヶ月児の発達にも関連し、11 ヶ月
時及び 18 ヶ月時の発達はそれぞれの月齢時の
子ども、親、家庭の視聴習慣とも 4 ヶ月時
や授乳時の視聴習慣とも関連していること、
発達項目により、子ども自身の長時間視聴
が関連するものと親の長時間視聴が関連す
るものがあることが示唆された。母の携帯
の使用と子どもの発達の遅れとの関連性は本
調査では認められなかった。 

親の視聴習慣の乳幼児の発達への影響はこ
れまで注目されていなかったが、親や乳幼児の
映像メディア長時間接触は、運動時間や親子の
会話時間の減少、親子の信頼関係の形成に影
響する可能性があることを認識する必要がある。 
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